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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第73期 

第1四半期連結
累計期間 

第74期 
第1四半期連結

累計期間 
第73期   

会計期間 

自平成24年 
  4月 1日 

至平成24年 
  6月30日 

自平成25年 
  4月 1日 

至平成25年 
  6月30日 

自平成24年 
  4月 1日 

至平成25年 
  3月31日 

   

売上高 (百万円)    49,386    48,801  203,730   

経常利益 (百万円)     718     816  4,662   

四半期(当期)純利益 (百万円)  457  486  2,852   

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 447 1,042  3,580

純資産額 (百万円)     51,425     54,713  54,121   

総資産額 (百万円)     106,688     107,458  107,872   

1株当たり四半期(当期)純利益金額 (円)     10.54     11.21  65.74   

潜在株式調整後1株当たり四半期

(当期)純利益金額 
(円) ― ―  ―   

自己資本比率 (％)    48.20    50.92  50.17   

営業活動による 

キャッシュ・フロー 
(百万円)     1,140     △929  11,124   

投資活動による 

キャッシュ・フロー 
(百万円)     △108     △314  △269   

財務活動による 

キャッシュ・フロー 
(百万円)     △191     △121  △245   

現金及び現金同等物の四半期末(期

末)残高 
(百万円)     13,042     22,000  22,881   

(注)1. 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の

推移については記載しておりません。 

2. 売上高には、消費税等は含まれておりません。 

3. 潜在株式調整後1株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。 
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当第1四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

なお、当第1四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４  経理の状況  

１  四半期連結財務諸表  注記事項(セグメント情報等)」に記載のとおりであります。  

   

２【事業の内容】
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当第1四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

当第1四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

   

(1)業績の状況 

  当第1四半期連結累計期間における経済状況は、欧州の財政問題の長期化や、新興国経済の減速は継続している

ものの、金融緩和政策などにより、円高の是正や株価の上昇など景気は緩やかに回復しつつあります。 

  当社グループの取引に関する業界は、産業機器業界及びデジタル家電業界の業績低迷や、新興国の成長鈍化はあ

ったものの、自動車関連及びエネルギー関連は概ね堅調に推移いたしました。 

  このような状況下、当社グループは、事業環境の変化が激しい今こそ、本格的にグローバル企業への転換を図る

「第二の創業期」と捉え、新中期経営計画「GSP・15(Growth Strategy Plan 2015)」をスタートさせました。 

  その結果、当社グループの当第1四半期連結累計期間の業績は、売上高488億1百万円(前年同期比1.2％減)、営業

利益6億5百万円(前年同期比10.8％減)となりましたが、経常利益は為替の影響もあり8億16百万円(前年同期比

13.7％増)、四半期純利益4億86百万円(前年同期比6.3％増)となりました。 

   

  セグメントの業績は次のとおりです。 

  なお、当第1四半期連結会計期間より、グローバル・ソリューション・プロバイダーとしてのビジネス拡大に向

けた組織変更に伴い、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較については、前年同四半期

の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

①FA・環境システム事業 

  FAシステムでは、欧州の財政問題の長期化や、中国をはじめとする新興国経済の減速に起因した主力の半導

体・液晶関連製造装置や工作機械関連の生産回復遅れに加え、国内の設備投資も依然振るわず、減収となりまし

た。 

  冷熱住機では、節電・省エネ対応のリプレース需要は底堅いものの、前年増加した震災復興需要案件が減少

し、大幅な減収となりました。 

  ビルシステムでは、基幹商品であるエレベーターは伸び悩みましたが、再生可能エネルギー関連商材の販売が

好調に推移し、大幅な増収となりました。 

  情報通信デバイスでは、新規IT投資の抑制は依然継続しているものの、医療機関向けソリューションの拡大も

あり、横這いとなりました。 

   

  以上のことから、FA・環境システム事業の連結売上高は139億53百万円(前年同期比5.0％減)、営業利益は45百

万円(前年同期比86.2％減)となりました。 

   

②半導体・デバイス事業 

  半導体・デバイス事業では、国内ではデジタル家電関連の低迷が続くなか、自動車関連・産業機器関連は円安

効果に加え、中国での日系製品不買運動の沈静化により、生産は回復傾向にありますが、顧客の生産・調達機能

の海外移管の加速もあり、減収となりました。 

  海外子会社では、アジア地域全体で自動車関連やOA機器関連製品向け電子部品の販売が好調に推移し、大幅な

増収となりました。 

  

  以上のことから、半導体・デバイス事業の連結売上高は348億48百万円(前年同期比0.4％増)、営業利益は5億

56百万円(前年同期比59.2％増)となりました。   

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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(2)キャッシュ・フローの状況 

  当第1四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末比8億

80百万円減少し、220億0百万円の残高となりました。 

  

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

  当第1四半期連結累計期間において営業活動に使用した資金は、9億29百万円（前年同期比20億70百万円支出

増）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益8億16百万円の計上と、売上債権・仕入債務の減少と

たな卸資産の増加によるネット資金の減少7億36百万円、法人税等の支払8億96百万円によるものです。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

  当第1四半期連結累計期間において投資活動に使用した資金は、3億14百万円(前年同期比2億5百万円支出増)と

なりました。これは主に、有形・無形固定資産の取得支出1億71百万円と、投資有価証券の売買によるネット支出

1億39百万円によるものです。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

  当第1四半期連結累計期間において財務活動に使用した資金は、1億21百万円(前年同期比70百万円収入増)とな

りました。これは主に、短期借入金の増加2億77百万円と配当金の支払3億95百万円によるものです。 

  

(3)事業上および財務上の対処すべき課題 

  当第1四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 

  

(4)研究開発活動 

  該当事項はありません。 
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  ①【株式の総数】 

  

  ②【発行済株式】 

  

  該当事項はありません。 

   

  該当事項はありません。 

   

  該当事項はありません。 

   

  

  当四半期会計期間は第1四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数(株) 

普通株式  113,100,000

計  113,100,000

種類 
第1四半期会計期間
末現在発行数(株) 
(平成25年6月30日) 

提出日現在発行数(株) 
(平成25年8月13日) 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容 

普通株式  45,649,955  45,649,955
東京証券取引所 

市場第一部 

株主としての権利内容に制
限のない、標準となる株式 
単元株式数  1,000株 

計  45,649,955  45,649,955 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数(株) 

発行済株式総
数残高(株) 

資本金増減額
(百万円) 

資本金残高 
(百万円) 

資本準備金増
減額(百万円) 

資本準備金残
高(百万円) 

 平成25年4月 1日～ 

平成25年6月30日 
 ―  45,649,955 ―    10,334 ―    7,355

（６）【大株主の状況】
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      当第1四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成25年3月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。 

  

①【発行済株式】 

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 株が含まれております。 

   

②【自己株式等】 

   

  該当事項はありません。 

   

（７）【議決権の状況】

  平成25年6月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容 

無議決権株式 ― ― ― 

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ― 

議決権制限株式(その他) ― ― ― 

完全議決権株式(自己株式等) 
(自己保有株式) 

普通株式      2,253,000
― 

株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式 

単元株式数  1,000株 

完全議決権株式(その他) 普通株式    42,981,000  42,981 同上 

単元未満株式 普通株式        415,955 ― 1単元(1,000株)未満の株式 

発行済株式総数  45,649,955 ― ― 

総株主の議決権 ―  42,981 ― 

753

  平成25年6月30日現在

所有者の氏名 
又は名称 

所有者の住所 
自己名義所有 
株式数(株) 

他人名義所有 
株式数(株) 

所有株式数 
の合計(株) 

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％) 

(自己保有株式) 

菱電商事株式会社 

東京都豊島区東池袋 

三丁目15番15号 
   2,253,000  ―    2,253,000  4.93

計 ―    2,253,000  ―    2,253,000  4.93

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

  当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

  なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。 

  

２．監査証明について 

  当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平

成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成25年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 22,881 14,002

受取手形及び売掛金 ※2  52,488 ※2  52,305

商品及び製品 15,662 16,535

短期貸付金 188 7,998

その他 3,600 3,277

貸倒引当金 △76 △86

流動資産合計 94,744 94,032

固定資産   

有形固定資産 4,128 4,156

無形固定資産 409 426

投資その他の資産   

その他 8,637 8,889

貸倒引当金 △47 △46

投資その他の資産合計 8,589 8,842

固定資産合計 13,127 13,426

資産合計 107,872 107,458

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※2  44,248 ※2  43,800

短期借入金 2,123 2,565

未払法人税等 968 400

その他 3,202 2,659

流動負債合計 50,543 49,427

固定負債   

退職給付引当金 1,981 2,086

その他 1,226 1,232

固定負債合計 3,207 3,318

負債合計 53,751 52,745

純資産の部   

株主資本   

資本金 10,334 10,334

資本剰余金 7,375 7,375

利益剰余金 37,275 37,313

自己株式 △815 △818

株主資本合計 54,169 54,204

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 558 683

為替換算調整勘定 △606 △174

その他の包括利益累計額合計 △47 508

純資産合計 54,121 54,713

負債純資産合計 107,872 107,458
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 49,386 48,801

売上原価 44,644 44,033

売上総利益 4,741 4,768

販売費及び一般管理費 4,062 4,163

営業利益 678 605

営業外収益   

受取利息 8 8

受取配当金 30 49

持分法による投資利益 29 44

為替差益 － 132

その他 37 16

営業外収益合計 107 252

営業外費用   

支払利息 13 12

売上割引 20 14

為替差損 1 －

売上債権売却損 18 11

その他 13 1

営業外費用合計 67 40

経常利益 718 816

税金等調整前四半期純利益 718 816

法人税等 260 330

少数株主損益調整前四半期純利益 457 486

四半期純利益 457 486
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 457 486

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △161 123

為替換算調整勘定 152 431

持分法適用会社に対する持分相当額 △0 1

その他の包括利益合計 △9 556

四半期包括利益 447 1,042

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 447 1,042

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 718 816

減価償却費 80 98

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17 8

受取利息及び受取配当金 △39 △57

支払利息 13 12

持分法による投資損益（△は益） △29 △44

売上債権の増減額（△は増加） 2,067 845

たな卸資産の増減額（△は増加） 440 △494

仕入債務の増減額（△は減少） △1,843 △1,088

その他 506 △183

小計 1,896 △85

利息及び配当金の受取額 46 64

利息の支払額 △11 △11

法人税等の支払額 △790 △896

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,140 △929

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △57 △71

有形固定資産の売却による収入 1 0

無形固定資産の取得による支出 △28 △99

投資有価証券の取得による支出 △243 △186

投資有価証券の売却による収入 211 47

その他 7 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー △108 △314

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 161 277

自己株式の純増減額（△は増加） △0 △3

配当金の支払額 △352 △395

財務活動によるキャッシュ・フロー △191 △121

現金及び現金同等物に係る換算差額 63 170

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 903 △1,194

現金及び現金同等物の期首残高 12,067 22,881

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 72 314

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  13,042 ※1  22,000
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        連結の範囲の重要な変更      

          RYOSHO KOREA CO.,LTD.は、本格的に事業を開始したことにより重要性が増加したことから、当第１四半期連 

        結会計期間より連結の範囲に含めております。 

   

   

        税金費用の計算 

          税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

        適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

   

   

        役員退職慰労金制度の廃止   

          当社は、平成25年5月15日開催の取締役会において、役員退職慰労金制度を廃止することを決議し、平成25年6

        月27日開催の定時株主総会終結の時をもって廃止いたしました。また、当該定時株主総会において、本制度の廃

        止に伴い、在任中の取締役及び監査役に対し、それぞれ就任時から当該定時株主総会終結の時までの在任期間に

        対応した役員退職慰労金を退任時に打切り支給することを決議しております。 

          なお、当第１四半期連結会計期間において、当社「役員退職慰労引当金」残高を全額取崩し、打切り支給に伴

        う未払額224百万円を固定負債の「その他」に含めて表示しております。 

   

【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（追加情報）
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１ 保証債務 

   

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形 

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。 

  なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期

連結会計期間末日残高に含まれております。 

   

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度 
（平成25年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成25年６月30日） 

従業員持家融資等に対する保証   百万円 312 従業員持家融資等に対する保証 百万円 290

代理取引に対する保証   代理取引に対する保証   

（取引先：㈱大林組外計36社）  136 （取引先：小野里工業㈱外計９社）  16

計  448 計  306

  
前連結会計年度 

（平成25年３月31日） 

当第１四半期連結会計期間 

（平成25年６月30日） 

受取手形   百万円 818   百万円 764

支払手形    2,538    2,157

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第１四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日） 

現金及び預金勘定 百万円 13,042 百万円14,002

短期貸付金勘定に含まれる現金同等物  －  7,998

現金及び現金同等物  13,042  22,000
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Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日） 

      配当金支払額 

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

      配当金支払額 

  

（株主資本等関係）

 （決議） 株式の種類 
配当金の総額

（百万円） 

１株当たり 

 配当額（円）
 基準日  効力発生日  配当の原資 

平成24年５月15日 

取締役会 
 普通株式  390  9 平成24年３月31日 平成24年６月13日  利益剰余金 

 （決議） 株式の種類 
配当金の総額

（百万円） 

１株当たり 

 配当額（円）
 基準日  効力発生日  配当の原資 

平成25年５月15日 

取締役会 
 普通株式  433  10 平成25年３月31日 平成25年６月12日  利益剰余金 
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Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                                                                  （単位：百万円） 

（注）１. 「その他」の内容は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業等を含んでおりま

す。 

２. セグメント利益の調整額△９百万円は、セグメント間取引消去であります。 

   

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 

   

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  

 報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 ＦＡ・環境

システム 
半導体・ 
デバイス 

計 

売上高               

  外部顧客への売

上高 
 14,692  34,692 49,385  0  49,386  －  49,386

  セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

 4  － 4  47  52  △52  －

計  14,697  34,692 49,390  47  49,438  △52  49,386

セグメント利益 

（営業利益） 
 328  349 678  9  688  △9  678
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

                                                                              （単位：百万円） 

（注）１. 「その他」の内容は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リース事業等を含んでおりま

す。 

２. セグメント利益の調整額△12百万円は、セグメント間取引消去であります。 

   

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

      当第１四半期連結会計期間より、収益力改善に向けた組織変更に伴い、報告セグメントを従来の「ＦＡ・環境シス

テム」、「半導体・デバイス」、「産業デバイス」の３区分から、「ＦＡ・環境システム」、「半導体・デバイス」

の２区分に変更しております。 

      旧セグメントの「産業デバイス」は「半導体・デバイス」へ統合しております。 

      なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、組織変更後の報告セグメントに基づき作成したものを開示

しております。 

   

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    該当事項はありません。 

   

  

報告セグメント 

その他 
（注）１ 

合計 
調整額 

（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 ＦＡ・環境

システム 
半導体・ 
デバイス 

計 

売上高               

  外部顧客への売

上高 
 13,953  34,848 48,801  0  48,801  －  48,801

  セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

 0  － 0  48  48  △48  －

計  13,954  34,848 48,802  48  48,850  △48  48,801

セグメント利益 

（営業利益） 
 45  556 601  15  617  △12  605
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  １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

   

  該当事項はありません。 

   

（１株当たり情報）

  
前第１四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年６月30日） 

当第１四半期連結累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年６月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 10 54 円 銭     11 21

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（百万円）  457  486

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円）  457  486

普通株式の期中平均株式数（千株）  43,400  43,393

（重要な後発事象）
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  平成25年５月15日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。 

  

２【その他】

    配当金の総額   433百万円 

    １株当たりの金額   10円00銭 

    支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成25年６月12日 

(注) 平成25年３月31日現在の株主名簿に記録された株主又は登録株式質権者に対し、支払を行いました。 
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該当事項はありません。 

  

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている菱電商事株式会

社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

   

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

  経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

   

監査人の責任 

  当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

  四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

  当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

   

監査人の結論 

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、菱電商事株式会社及び連結子会社の平成25年６月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

   

利害関係 

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以  上

   

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成25年８月13日

菱電商事株式会社 

取締役会  御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 小  野  隆  良    印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 鈴  木  真 紀 江  印 

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保

管しております。 

２.四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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